
を
こ
め
た
、
四
月
一
日
の
記
念

式
典
は
絶
好
の
快
晴
に
め
ぐ
ま

れ
、
式
典
は
予
定
通
り
厳
肅
盛

大
に
い
と
な
ま
れ
、
式
典
場
は

市
の
発
展
に
つ
く
し
た
功
労
者

や
遺
族
を
は
じ
め
、
中
央
か
ら

も
多
数
の
来
賓
が
出
席
し
て
、

市
長
の
感
激
の
式
辞
、
市
議
会

議
長
の
挨
拶
、
来
賓
の
祝
辞
に

つ
ゞ
い
て
市
政
功
労
者
、
永
年

勤
続
者
、
各
種
団
体
の
表
彰
式

物
故
市
政
功
労
者
に
対
す
る
記

念
品
の
伝
達
式
、
感
謝
状
の
贈

呈
等
が
終
つ
て
祝
宴
に
移
つ
た 市

制
三

十
周

年
の

よ
ろ
こ
び

式
場
は
て
“
バ
ン
ザ
イ
”
の
旗
の
波

よ
ろ
こ
び
の
記
念
式
典

が
、
こ
の
頃
各
新
聞
社
の
祝
賀

の
飛
行
機
が
会
場
の
上
空
を
飛

び
、
い
く
つ
も
の
祝
賀
の
メ
ツ

セ
ー
ジ
が
空
か
ら
投
下
さ
れ
、

ま
た
式
典
場
の
周
囲
は
市
内
小

中
学
校
生
徒
児
童
た
ち
の
旗
行

列
に
埋
も
れ
、
市
庁
舎
の
バ
ル

コ
ニ
ー
に
立
つ
た
感
激
の
荒
川

市
長
に
　
バ
ン
ザ
イ
　
の
声
を

あ
び
せ
、
市
内
は
よ
ろ
こ
び
の

祭
典
一
色
に
い
ろ
ど
ら
れ
、
更

に
発
展
え
の
希
望
が
満
ち
あ
ふ

れ
た
。

ま
た
各
種
の
多
彩
な
記
念
行

事
も
三
十
一
日
の
前
夜
祭
を
は

じ
め
式
典
当
日
の
宮
崎
、
都
城

両
市
交
換
自
転
車
団
技
を
ト
ツ

十
七
、
十
八
の
二
日
間
神
苑
で

藤
祭
り
の
行
事

プ
に
月
末
ま
で
次
々
に
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
い
ず
れ
も
盛

会

が
予

想
さ
れ
て
い
る
。

【
寫
眞
説
明
】

式
典
場
附
近
を
埋
め

た
旗
行

列
の
波
、

市

政
功
労
者
の
表
彰
、

宮
崎
、
都
城
両
市
交
拠
自
転

車
団
技

に
於
け
る
宮
崎
チ
ー

ム
の
式
典
場
前
出

発

保
安
庁
で
は
次
の
要

領
で
保

安
隊
員
の
募
集
を
行
な
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

希
望
者
は
庶
務
課
広

報
係
で
手

続
き
を
し
て
下

さ
い
。

記

一
、
募
集
受
付
期
間

四
月
十
二
日
か
ら

五
月
十

一

日
迄

二
、
採
用
予
定
人
員

約
二
八
、
〇
〇
〇

名
（
全
国
）

三

、
志
願
資
格

年
令
昭
和
四
年
四
月
二
日

生

れ
か
ら
昭

和
十
一
年
四

保
安
官
募
集
の
お
知
ら
せ

ム
＝
十
二
時
半
軽
音
楽
、
午
後

一
時
素
人
の
ど
自
慢
予
選
、
同

二
時
男
女
歌
合
戦

、
同

二
時
半

花

柳
社
中

出
演

の
ふ
じ
娘
踊
り

発
表
、
同
二
時
四
十
分
ふ
じ
祭

り
音
頭
、
同
三
時
十
分
博
多
特

別
出
演
の
平
田
汲
月
さ
ん
ほ
か

六
名

の
博
多

に
わ
か
、
同
四
時

十
分

三
つ
の
歌

、
同
五
時
十
分

歌
の
花
束

、
同
六
時
大
宮

地
区

青
年
協
議
会
出
演
の
郷
土
舞
踊

大
会

「
稲
田
姫
物
語

り
」

（
池

内

青
年
団
）

〔
十
八

月
〕
（
日
）
午
前
九
時

半
神
宮
西
神
苑
で
市
内
中
学
校

相
撲
大

会
、
同
十

時
十
五
分
か

ら
神
宮
東
神
苑
で
子
供
音
楽
会

ふ
じ
か
ご
道
中
、
午
前
十
時
南

駅
発
正
午
神
宮
前
着
、
正
午
演

芸
大
会
神
宮
東
神
苑
で
開
幕
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
午
後
零
時
十
五

分
素
人
の
ど
自
慢
決
戦
、
同
一

時
ふ
じ
祭
音
頭
発
表
、
同
一
時

半
花
柳
社
中
の
ふ
じ
娘
お
ど
り

発
表
、
同
一
時
四
十
分
の
ど
自

慢
入
選
者
歌
の
発
表
、
同
二
時

勝
ぬ
き
歌
合
戦
、
同
三
時
、
十

七
日
と
同
様
平
田
汲
月
さ
ん
ほ

か
の
博
多
に
わ
か
、
同
四
時
の

ど
自
慢
全
九
州
予
選
各
一
位
入

賞
者
出
演月

一
日
生
れ
ま
で

の
心
身

鍵
全
な
男
子
で

、
原

則
と

し
て
独
身
で
家

庭
上

勤
続

に
支
障
の
な

い
者
。

学
力
新
制
中

学
卒
業

程
度

以
上
の
学
力
を
有

す
る
者

身
体
検

査
基
準

ア
、
身
長
一
五
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
以

上
、
胸
囲

お
お
む
ね
身
長
の
二
分

の
一
以
上

。
体
重
四
八

キ

ロ
グ
ラ
ム
以
上
の
者

イ
、
眼
鏡
を
か
け
な
い
者

は
、
両
眼
と
も
〇
・
六

街
を
明
る
く
す
る
た
め

に
、
街
路
樹
を
大
切
に
育

て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
草
花

を
み
ん
な
で
愛
護
し
ま
し

よ
う
。

公
園
の
樹
木
の
枝
を
折

つ
た
り
、
い
た
め
た
り
し

な
い
よ
う
に
、
み
ん
な
で

注
意
し
合
い
ま
し
よ
う
。

以
上
の
視
力
が
あ
る
者

眼
鏡
を
か
け
て
い
る
者

は
、
眼
鏡
を
か
け
な
い

で
両
眼
と
も
〇
・
一
以

上
、
眼
鏡
を
か
け
て
両

眼
と
も
〇
・
八
以
上
の

視
力
が
あ
る
者
（
ト
ラ

ホ
ー
ム
は
軽
度
の
も
の

で
も
採
用
し
な
い
）

ウ
、
弁
色
力
が
完
全
な
者

エ
、
聴
力
が
正
常
な
も
の

オ
、
体
く
完
全
、
身
体
強

健
で
伝
染
性
疾
患
、
慢

性
疾
患
、
奇
型
、
四
肢

関
節
障
害
等
の
異
常
の

な
い
者
。

、
次
の
い
ず
れ
の
事
項
に

も
該
当
し
な
い
者
。

ア
、
日
本
の
国
籍
の
な
い

者
。
イ
、
禁
治
産
者
及
び
準
禁

治
産
者
。

ウ
、
禁
こ
以
上
の
刑
に
処

せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を

終
る
ま
で
、
又
は
執
行

を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
る
ま
で
の
者
。

エ
、
法
令
の
規
定
に
よ
る

懲
戒
免
職
の
処
分
を
う

け
、
そ
の
処
分
の
日
か

ら
二
年
を
経
過
し
て
い

な
い
者
。

オ
、
日
本
国
憲
法
ま
た
は

そ
の
下
に
成
立
し
た
政

府
を
暴
力
で
破
壊
す
る

こ
と
を
主
張
す

る
政

党

そ
の
他
の
団
体
を
結

成

し
、
ま
た
は
そ
れ
に
加

入

し
た
者
。

四
、
受
付
期
間

四
月
十
二
日
（
月
）
～

五

月
十
一
日
（
火
）

五
、
志
願
手
続

志
願
者
は
市
、
区

役
所
、

町
村
役
場
、
又
は
も
よ
り

の
保
安
隊

か
ら
志
願
票
二

通
を
受
取
り
、
こ
れ
に
所

要
事
項
を
記
入
の
う
え
五

円
切
手
を
そ
え
居
住
地
の

市

、
又

は
町
村
役
場
に
提

出
も
し
く
は
郵
送
し
て
下

さ
い
。

試
験
場
は
一
つ
の
都
道
府

県

に
五
ヶ
所
（
北
海
道
は

十
九
ヶ
所
）
づ
つ
設
け
ら

れ

る
予

定
で
す

。
試
験
場

所
在
地
は
都
道
府
県
知
事

が
告
示
し

ま
す
か
ら

、
市

区

役
所
、
又

は
町
、
村
役

場
で
き
い
で
志
願
票
に
希

望
試
験
場
名
を
記
入

し
て

下

さ
い
。

志
願
者

の
状
況

に
よ
り
、

希
望

試
験
場

が
指
定
さ
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

試
験
の
日
時
、
試
験
場
等

は
試
験
期
日
前
に
通
知
し

ま
す
。
受

験
票

は
必

ず
試

験
場
に
持
参
し
て
下
さ
い

七
、
採
否
の
決
定
及
び
入
隊

採
否
の
決
定
は
七
月
下

旬

に
行
い
七
月
中

に
本
人

に

通
知
す
る
予
定
で
す
。
な

お
、
不

採
用
者
に
対
し
て

は
通
知
し
ま
せ
ん
。

入
隊
は
八
月
中
旬
の
予

定

で

す
。

採
用
者
は
必

ず
し
も
出

身

地
近
く
の
部
隊
に
入
隊
す

る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

八

、
そ

の

他

受
験
の

た
め
の
旅
費
は
支

給
し
ま
せ
ん
採
用

者
に
対

し
て
は
赴
任
旅
費
を
入

隊

後
支
給
し
ま
す
。

志
願
票
提
出
後
現

住
所
を

変
更
し
た
と
き
は
、
必
ず

志
願
票
提
出

後
試
験
場
の

変
更

を
希
望

す
る
者
は
、

そ
の
旨
志
願
票
を
提
出
し

た
市

、

区

役
所
、

又

は

町
、
村
役
場
に
申
出
て
下

さ
い
志
願
票

は
な

る

べ
く
早

く

提
出
又
は
郵
送
し
て
下
さ

い
。

六
、
試
　
　
験

試
験
は
簡
単

な
筆
記
試
験

面
接
試
験
及

び
身
体
検
査

を
行

い
一
日
で
終
り
ま
す

試
験

は
五
月
二
十
五
日
（

火
）

か
ら
行

わ
れ
る
予

定

で
す

。

県
世
話
課
か
ら
の
通
知
に
基

き
厚
生
課
で
は
明
治
初
年
以
後

の
戦

歿
者
（
戦
死
者
、
戦

病
者

、
戦
傷
者
な
ど
）
の
調
査
を
行

な
つ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
今
後
の
祭
祉
資
料
な
ど

の
参
考
に
す
る
も
の
で
す

が
該

当
者
の
方
は
市

の
厚
生
課
又
は

各
地
区

の
遺
族
会
長
迄

お
届

け

下

さ
い
。

戰
歿
者
の

一
齊
調
査

そ
の
旨
を
市
、
区
役
所
、

町
、
村
役
場
又
は
も
よ
り

の
保
安
隊
に
通
知
し
て
下

さ
い
。

志
願
手
続
そ
の
他
に
つ

い
で

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
直
接
出
頭
又
は
本
人

の
宛
先
を
明
記
し
た
封
筒

（
十
円
切
手
を
は
る
）

を

同
封
の
う
え

、
都
道
府
県

庁

、
地
方
事
務
所
、
町

村

役
場
又
は
も
よ
り
の
保
安

隊
に
問
合
せ
て
下
さ
い
註

保
安
庁
法
が
改
正
さ
れ
ゝ

ば
任
務
名
称
、
階
級
等
一

部
変
更
が
あ
り
ま
す

。

一

、
光

の
図
案

と
し
南
国
情
緒
を
象
徴
す
る
も
の

を
図

案
化

す
る
こ
と

一
、
大
き

さ
は
自
由
で
あ
る

が
光
の
空
函
を
引
き
伸
し

た
形

を
し
三
色
刷
を
黄
、
緑
、
赤
の
限
度
と
す
る

一
、
優
秀
品

に
訝
し
で
は
一
等

参
千
円
（
一
名
）
二
等

壱
千
円
（
一
名
）
三
等
五
百
円
（
二
名
）
の
賞
金

を
呈
す
る

一
、
締
切
期
日
　
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
十
五
日

一
、
送

付

先
　
宮
崎
市
別
府
町
五
番
地
県
産
業
奨
励

館
内

南
国
宮
崎
産
業
観
光
大
博
覧
会
事
務
局

「
宮
崎

博
」
用
記
念

た
ば
こ
の

包
裝
図
案
募
集
に
つ
い
て
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宮
崎
市
の
春
の
年
中
行
事
で

も
あ
る
「
神
宮
の
藤
祭
り
」
は

今
年
は
特

に
市
制
三
十
周
年
記

念
の
よ
ろ
こ
び
を
盛

り
あ

げ
て

十
七
日
か
ら
二
日
間
開
催

さ
れ

る
が
、
商
工
会
議
所
と
観
光
協

会
で
は
こ
の
祭
り
事
業
を
次
の

通
り
決
定
し
た
。

〔
十
七
日
〕
（
土
）
ふ
じ
か
ご

道
中
、
正
午
南
駅
発
午
後
三
時

神
宮
前
着
、
演
芸
大
会
正
午
神

宮
東
神
苑
で
開
幕
、
プ
ロ
グ
ラ



を
行
つ
て
こ
れ
ら
の
決
定
を
す

る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
多
数

人
の
表
決
に
も
種

々
の
方
法

が

あ
り
ま
す
。
民
衆
の
前

に
順
次

あ
ら
わ
れ
る
各
候
補
者
に
対
し

て
民

衆
が
与
え

る
歓
声

や
拍
手

の
高
低
に
よ
つ
て
適
否
を
決
め

た
喝
釆
選
挙
の
方
法
（
ス
パ
ル

タ
）
か
ら
次
第
に
厳
格
な
多
数

決
主
義
を
と
る
よ
う
に
な
つ
て

投
票
制
度

が
採
用
さ
れ
、
ま
ず

口
頭
に
よ
つ
て
投
票
帳
に
記
入

の
上

、
そ
の
多
数
の
多

寡
に
よ

つ
て
当
落
を
決
定
し
た
口
頭
投

票
の
制
度
（

ロ
ー
マ
十
九
世
初

頭
の
イ
ギ
リ
ス
、
ア

メ
リ

カ
な

ど
）
次

い
で
投

票
用
紙
の
制
度

が
採
用

さ
れ
現
在

に
至

り
ま
し

た
。
用
紙
投
票

は
口
頭
投
票
に

比

べ
、
秘
密
保
持
の
点
か
ら
完

全
で
あ

り
選
挙
人
の
自
由
な
意

思

を
表
明

さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
点
で
現
在
考
え

得

る
最

も
合

理
的
な
投
票
制
度
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

宮
崎
放
送
局
で
は
市
制
三
十

周
年
を
記
念
し
て
四
日
午
後
一

時
か
ら
県
公
会
堂
で
「
声
く
ら

べ
腕
く
ら
べ
子
供
音
楽
会
」
を

開
き
、
つ
ゞ
い
て
「
素
人
の
ど

自
慢
大
会
」
を
開
き
Ｍ
Ｇ
の
電

波
に
の
せ
て
放
送
さ
れ
ま
し
た

が
、
会
場
は
大
入
満
員
の
盛
況

で
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
し
た

〔
子
供
音
楽
会
〕
富
永
重
喜

（
大
宮
小
）
角
田
順
子
（
岡
富

中
）
紫
田
順
子
（
同
）
横
手
恵

（
木
花
中
）
豊
臣
淳
子
（
小
戸

小
）
松
浦
ト
ミ
子
（
小
戸
小
）

富
永
カ
ヅ
子
（
大
宮
中
）
松
田

住
子
(
潮
見
小
）
寺
沢
洋
子
（

上
門
小
）
岡
本
順
子
（
宮
崎
小

）
小
田
切
桂
子
（
妻
北
小
）
戸

高
利
子
（
汐
見
小
）
町
田
礼
子

〔
素
人
の
ど
自
慢
　
小
倉
敦

男
（
宮
崎
市
木
花
）
　
黒
木
昭

信
（
瓜
生
之
）
　
武
中
肇
（
妻

町
）

3
0周
年
記
念

子
供

音
楽
会

◎
特
選
日
南
海
岸
、
緒
方
久

彌
（
旭
通
一
丁
目
）
同
楽

し
い
遠
足
、
宮
本
光
夫
（

鹿
児
島
市
樋
之
口
町
）
◎

入
選
橘
橋

、
植
村
照

子
（

橘
橋
北
詰
）
波
状
岩
の
印

象

、
蓑
毛
孝

幸
（
橘
通
り

（
子
供
の
国
、
原
田

正
）

末
広
町
）
青
島
、
原
田

正

（
末
広
）
棕
梠
の
あ
る
街

緒
方
久
彌
（
旭
通
）

◎
佳
作
植
村
強
、
千
々
和
幸

一
、
（
二
点
）
吉
田
徹
、

住
田
隆
之
（
三
点
）
原
田

正
、
渡
辺
渡
、
植
村
照
子

緒
方
久
彌
（
二
点
）
千
々

和
孝
一
、
蓑
毛
孝
幸
、
前

田
憲
一
、
八
島
寿
夫
、
岡

田
希
人

、
秋
山

士
郎

、
植

村
強

市
が
募
集
し
た
観
光
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
の
応
募
作
品
は
八
十

七
点
の
う

ち
四
月
二
日
審

査
の

結
果

、
次
の
方

々
が
入
選

さ
れ

ま
し
た
。 入

選
者
決
る

寫
眞
コ
ン
ク
ー
ル

県
下
の
消
防
主
任
と
消
防
幹

部
の
消
防
操
法
講
習
会

が
十
五

日
か
ら
十
七
日
ま
で
県

消
防
講

習
所
で
行

わ
れ
ま
す
。

消
防
の
講
習
会

市
内
の
実
際
物
価

市
の
統
計
係
に
ま
と
ま
つ
た
市
内
の
実
際
物
価
を
お
知
ら
せ
し

ま
し
よ
う
。

次
表
中
の
価
格
は
住
宅
街

、
繁
菜
街

の
平
均

価
額

を
示
し
ま
す

2019181716151413121110987654321 番
号

白
　
　
　
米

押
　
　
　
麦

小
　
麦
　
粉

干
う
ど
ん

あ
　
　
　
じ

い
　
わ
　
し

牛
　
　
　
肉

豚
　
　
　
肉

牛
　
　
　
乳

鷄
　
　
　
卵

キ
ヤ
ベ
ツ

ね
　
　
　
ぎ

大
　
　
　
根

〃干
し
い
た
け

こ
　
ん
　
ぶ

千
切
大
根

み
　
か
　
ん

り
　
ん
　
ご

ワ
イ
シ
ヤ
ツ

品
　
　

目

外

米

を
除

く

裸
　
　
麦

匁
粉
白
上

中ま

あ

じ
丸

（

五
寸
以

上

）

ま
い

わ
し

（

四

寸

以

上

）

中中瓶

代

を

除

く

地
　
玉

地
廻
品
中
玉

地
廻
品
時
な

し
菜

き

長
大
根
〃

長

切

並

普

通

品

温

州

み

か

ん

国
　

光

銘
　
　
　
　

柄

一
升
〃一
貫
百
匁
〃〃〃〃一

合
百
匁
〃〃〃〃1

0
匁百
匁
〃〃〃一

枚
単

位
円
　
　

一
二
一
・
六
七

五
四
・
三
三

一
九
四
・
八
三

二
二
・
一
七

三
八
・
三
三

二
六
・
六
七

一
五
三
・
三
三

一
六
〇
・
〇
〇

一
三
・
三
三
　

七
八
・
三
三

四
・
五
六

八
・
六
七

二
・
九
三

二
・
〇
〇

四
〇
・
〇
〇

三
六
・
〇
七

一
五
・
〇
〇

三
三
・
三
三

三
一
・
六
七

四
六
〇
・
〇
〇

価
　
　
　

額

選

挙

の

知

識
　

其
の
二

選
挙
は
、
多
数

人
の
意
思
に

よ
つ
て
、
特
定
の
地
位
に
つ
く

人
を
決
定
す

る
方
法
で
あ
り
ま

す
。
多
数
人
の
中
か
ら
特

定
の
地
位

に
つ
く
人
を
決
定
す
る
の
に
は

古

く
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
方
法

が

考
え

ら
れ
、
あ
る
い
は
特
別
の

血
統
を
ひ
く
人

で
あ

る
と

か
、

最
年
長
者
だ
と
か
い
う
条
件
で

決

め
た
時
代

も
あ
り
、
抽
籤
で

決

め
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

そ
し
て
更

に
は
競
技

、
試
験
な

ど
に
よ
つ
て
体
力
、
才
能
、
学

芸
等

の
秀
れ
た
者
を
選
ん
だ
こ

と
も
あ
り
、
団
体
の
首
長

や
少

数
の
権
力
者
の
自
由
な
裁
量
で

選
任

さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
人
智
の
進
歩
に
つ

れ
て
、
人
間
の
意
思
に
よ
る
合

理
的
な
判
断
で
行

う
よ
う
に
な

り
、
多
数
人
の
参
加
の
上

表
決

利
を
撒
布
し
て
通
れ
る
道
路

に
し
て
戴

き
た
い
と
思
い
ま

す

。
　
　

（
市
内
石
川
生
）

（

答
）
御
意
見

を
頂

き
ま
し
て

早
速
調
査
を
行
な
つ
た
結
果

御
意
見
の
よ
う
な
事
実
が
判

明
し

ま
し

た
の
で
、
直
ち
に

砂
利

の
撒
布

を
行
な
い
ま
し

た
。
今
後
と
も
ど
し
ど
し
こ
の
よ

う
な
御
意
見

を
御
寄
せ
下

さ

い
。
　
　
（
土
木
課
）

の
為

に
道
は
で
ん
ぐ
り
返
り

近
来
の
雨
の
為
に
一
面
の
泥

海

と
化
し
、
以

前
に
勝
る
悪

路

と
な

り
全
然
歩

く
事
も
で

き
な
い
状
態
で
す
。
況
し
て

や
リ

ヤ
カ
ー
、
自
転
車
な

ど

が
通
れ
な
い
為

、
遠

廻
り
を

し
て
い
る
始
末
で
す
。

我
々
の
近
所
に
住
む
人
々
は

不

平
だ
ら
だ
ら
で
非
常
に
困

つ
て
お
り
ま
す
。

一
度
現
地
を
視
察

さ
れ
て
砂

（
問
）
市
内
大
和
町
の
宮
崎

化

学
工
業
会
社
の
北
側
の
道
路

は
以
前

か
ら
澱
粉
箱
を
運

転

す
る
ト
ラ
ツ
ク
が
狭
い
道
路

に
止
ま
る
為
に
ト
ラ
ツ
ク
の

止
つ

て

い
る
と
き
は
自
転
車

や
リ
ヤ
カ
ー
は
愚
か
歩
行
も

で

き
な

い
位
で
し

た
が
会

社

側
に
交
渉
し
た
為
に
砂
利
を

撒
布
し
ト
ラ
ツ
ク
に
よ
る
作

業
も
一
時
中
止
し
ま
し
た
が

今
度
は
そ
の
道
に
沿
つ
た
手

前
を
運
搬

し
始

め
そ
れ
で
な

く
と
も
悪
い
道
を
ト
ラ
ツ
ク

惡
路
の
砂
利
撒
布
を
望
む

市
民
の
声

市
で

は
三
十
周
年
記
念
行
事

の
一
か
ん
と
し
で
市
営
競
馬
を

主
題
に
し

た
作
品
（
競
馬
場

お

よ
び
厩
舎
の
風
景

を
含
む
）
を

次
の
通
り
募
集
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
ふ
る
つ
て
御
応

募
下

さ
い

。

締
切

は
四
月
二
十
日

、
発
表

は
同
二
十
三
日
、
授
賞
は
推

選
一
名
　
宮
崎
市
長
賞
状
と

副
賞
一
万
円
、
特
選
二
名
同

市
長
賞
状
と
副
賞
三
千
円
、

入
選
五
名
同
市
長
賞
状
と
副

賞
一
千
円
、
佳
作
十
名
同
市

長
賞
状
と
副
賞
五
百
円

競

馬

寫

眞

コ

ン

ク

ー

ル

締

切

は
2
0
日

画
題
は
馬

に
関
す
る
一
切

の

図
画
（
市

営
競
馬
及
競
馬
場

、

厩
舎
の
風
景

を
含
む
）
規
格
画

洋
紙
（
四
ツ
切
又
は
八
ツ
切
）

水
彩
ク
レ
パ
ス
ク
レ
ヨ
ン
に
限

る

賞
品
推
選

一
名
市

長
賞
千
円

特
選

二
名
市
教

育
委
員
長

賞
三
百
円

一
等
　

同
三

名
　
三
百
円

二
等
　

同
十
名
　
二
百
円

三
等
　

同
二

十
名
一
百
円

図
画
作
品
募
集

馬

に

關

す

る

大
峰
悦
子
さ
ん
（
一
九
）
都

城
市
上
町
二
丁
目
、
身
長
一

メ
ー
ト
ル
五
十
六
、
体
重
四

十
七
キ
ロ
、
泉
ヶ
丘
高
校
卒

国
友
昭
子
さ
ん
（
二
〇
）
宮

崎
市
恵
美
須
町
一
九
、
身
長

一

メ
ー
ト
ル
五
十
六
、
体
重

五
十
ニ
キ
ロ
、
大
宮
高
校
卒

樋
口
秀
子
さ
ん
（
二
一
）
日

ー
ム
で
お
目
見
得
し
ま
し
た
。

六
人
は
二
日
、
宮
崎
市
内
の
発

表
を
か
ね
て
巡
回
し
た
後
、
三

日
都
城
市
、
四
日
小
林
市
、
五

日
日
南
市
を
夫
々
訪
問
、
宣
伝

第
一
歩
を
踏
み
だ
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

晴
れ
の
日
向
宮
崎
の
代
表
、
「

ミ
ス
宮
崎
博
」
の
氏
名
次
の
通

り
。

南
市
油
津
町
上
町
、
身
長
一

メ
ー
ト
ル
五
十
九
、
体
重
四

十
八
キ
ロ
、
日
南
高
校
卒
。

鈴
木
千
昌
さ
ん
（
一
九
）
延

岡
市

恒
富
旭
化
成
中

社
宅
、

身
長
一

メ
ー
ト
ル
五
十
九
、

体
重
四
十
八
キ
ロ
、
恒
富
高

校

卒
。

坂
元
道

子
さ
ん
（
一
八
）
小

林
市
銀

野
。
身
長
一

メ
ー
ト

ル
六
十
二
、
体
重
五
十
五
キ

ロ
、
小
林

高
校
卒
。

橋
本
寿
子

さ
ん
（
一
八
）
東

臼
杵

郡
北
方
村
辰
入

七
六
、

身
長
一
メ
ー
ト
ル
六
十
一
、

体
重
五
十
ニ
キ

ロ
、
恒
富

高

中
退
。

（
写
真
は
向
つ
て
右
か
ら
）

宮
崎
博
覧
会
事
務
局
で
は
い

よ
い
よ
今
年
十
月
の
十
五
日
か

ら
十
二
月
五
日
迄
五
十
二
日
間

に
渉
つ
て
開
催
さ
れ
る
博
覧
会

を
県
外
に
紹
介
す
る
た
め
県
下

か
ら
ミ
ス
宮
崎
を
募
集
選
衡
を

急
い
で
お
り
ま
し
た
が
こ
の
程

六
名
が
決
定
、
揃
い
の
ユ
ニ
ホ

花
と
と
も
に
お
目
見
得

華
や
か
に
登
場

ミ

ス
宮
崎
博

茂
（
同
）
五
走
路
小
浜
朝
義

（
江
平
）

〔
中
学
校
〕
△
団
体
　
西
中

檍
中
Ａ
、
　
東
中
Ａ
、
　

大
宮
中
Ａ
、
△
区
間
賞
一
走

路
日
高
秋
美
（
赤
江
）
二
走

路
熊
原
一
三
（
西
）
三
走
路

福
井
　
雄
（
東
）
四
走
路
石

川
六
三
（
檍
中
）
五
走
路
松

浦
敏
之
（
檍
）

初

め

て

の

放

射

状

マ

ラ

ソ

ン

大

会

〔
一
般
の
部
団
体
　
赤
江
．

大
淀
、
　
瓜
生
野
、
　
倉

岡
、
△
区
間
賞
一
走
路
黒
岩

勝
義
（
瓜
生
野
）
二
走
路
日

高
典
幸
（
大
淀
三
走
路
荒
武

哲
夫
（
赤
江
）
四
走
路
松
山

市
制
三
十
周
年
を
祝
う
放
射

状
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
西
日
本

新
聞
社
共
催
の
も
と
に
四
日
午

前
十
時
八
チ
ー
ム
百
五
名
が
参

加
し
て
力
走
の
技
を
競
つ
た
が

成
績
は
次
の
通
り

午
前
十
時
～
午
後
四
時

出
　
張
　
場
　
所

市

の
衛
生
課

で
は
き
た
る
四

月
七
日

か
ら
市

内
各
所

に
出
張

し
て
畜
犬
の
登
録

更
新
と
春
季

予

防
注
射
を
次
の

日
割
り
で
行

な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

今
迄
に
登
録
と
注

射
を
済
ま
せ

て
い
る
方
も
新
し

く
登
録
と
注

射
を
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

狂
犬
病
を
防
ぐ
に
は
ま
ず
貴
方

の
犬
に
登
録
と
注
射
を
す
ま
せ

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
洩
れ
な

く
登
録
と
注
射
を
う
け
ま
し
よ

う
。
登
録
手
数
料
三
百
円
、
注
射
料

金
は
八
〇
円
で
す
。

愛
犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を

行
い
ま
す

狂
犬
病
を
防
ご
う

４ 月 中

2
8
2
7
2
6
2
3
2
2
2
1
2
0
1
9
1
6
1
5
1
4
1
3
1
2
9 8 7

宮
崎
市
役
所
食

堂
前

宮
崎
小
学
校
東
入
口

県
立
宮
崎
保
健
所

末
広
町
立
正
寺

東
中
学
校
東
門
入

口

東
大
島
保
育
所

山
崎
町
公

民
館

旧
大

宮
支
所

池
内
町
公
民
館

下
北
方
公
民
館

一
の

宮
真
方
理
髪
店

大
淀
計
理
学
校

横
町
後
藤
精
米
所

大
塚
保
育
所

赤
江
支
所

江
佐
原
区
長
宅

東
雲
消
防
会
館

吾

妻
病
院

市

立
伝
染
病
院

鶴
之
島
牛
場
競

売

所

県

立
盲
学
校

大
島
神
社

村
角
公

民
館

花
ヶ
島
公

民
館

南
方
区

長
宅

檍
中
学
校

吉
村
西
中
公
民

館恒
久
小
学
校

古
城
小
学
校

大
淀
小
学
校

酉
山
崎
区
長
宅

国
富
小

学
校

５
　
月

４ 月

2
0
1
9

17
1
6
1
5

木
花
支
所

鏡
洲

小
学
校

青
島
支

所

内
海
支

所

大
瀬
町
公

民
館

柿
木
原
公

民
館

上
北
保
育
所

有
田
支
所

吉
野
公

民
館

曾
山
寺鈴
木
実
方

瓜
生
野
支
所

平

松
公
民

館

上
畑

倉
岡
支
所

金
崎
公
民
館

身体障害者を援護しましよう

４月20日から5月26日まで

身体障害者福祉運動週間です
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